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Ｈ 10．7．8（文化日報）

　日本の島根県でベンチャー企業である小松電機産業を経営している小松昭夫（54歳）社長が
７日、大韓赤十字を訪問、鄭元植総裁に対北支援金 500万円（5,000万ウォン）を伝達した。彼は
去年にも独立記念館の運営費として 100万円（1,000万ウォン）を寄付した事がある。
—韓国を訪問して対北支援金を出すという事はそう簡単ではない事だが、韓国と特別な縁があ
るのか。
　“島根県は韓半島と近く、ずっと親近感を持ってきただけだ。また 30、40代前後の世代よりは、
この時代を遍く体験した 50代が韓・日関係をほぐす必要があると考えた。”
—韓赤に寄付金を出した理由は。
　“日本にも赤十字はある。しかし、北朝鮮日本人妻の故郷訪問事業が中断した以降は、日本赤
十字までもが対北支援事業をしていない。民間機構が（日本）政府の機嫌を見ながら支援事業
をしない事にあきれてしまい、韓赤を訪ねた。”
—対北支援事業に参加するようになった動機は。
　“人間は誰でも飢えたり、不当に虐待されず、平穏に自由に暮す権利がある。北朝鮮の体制に
対する見解が違う事は有り得るが北朝鮮の人たちも最小限の人間的待遇は受けなければという
考えを持って支援金を出した。”
—これからも対北支援事業をする計画はあるか。
　“お金をあげて、食料を与えるのは根本的な解決にはならない。来年から北朝鮮の勤労者を日
本で雇用、北朝鮮に経済的援助をし、さらに勤労者たちの意識も変化させる事業を始めるつも
りだ。99年から建設作業に入る歴史記念館に北朝鮮の労働力を活用するプランを積極的に検討
している。”
　島根県が故郷の小松社長は松江工業高卒業後、73年小松電機を創業した高卒出身エンジニア
である。85年開発した高速自動シャッターが日本全域で旋風を巻き起こし、ベンチャー企業家
として注目を集めている。

“日本の 50 代が前へ出て韓・日関係を改善させなくては”
“大韓赤十字社に対し対北支援金 5,000 万ウォン出した日本の企業家　小松氏”
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